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＜連絡事項＞

· 2／3（木）より、川端栄蔵先生が来られます。月～木曜日勤務となります。

· 2／15（火）で、三川先生が退職されます。

· 2／8（火）18：00～川端先生・三川先生の歓送迎会を行ないます。

· ノロウィルスやインフルエンザなどの感染菌を持ち込まず、媒介者とならないよう、手洗い・うがいを十分に行ないましょう。

· 疥癬対策として、定期的にバルサンを使用し、こまめに清掃を行い（ドアノブ・物品なども含む）清潔な環境を保ちましょう。

· 2／4（金）岩手リハビリテーション学院臨床実習指導者会議に出席予定（大谷地）。

· 2／7（月）摩尼（綾）有休

· 2／14（月）東北メディカル学院実習生受け入れに関する書類送付にあたり、今週中に作成予定。

· 雪道での転倒などに気をつけましょう。

· 2/1（火）よりwiz使用開始しています。何か不具合があるときは、電算化委員まで連絡して下さい。また、各種届はwiz画面入力と届け用紙を併用して下さい。パスワードの変更もしばらくの間は行わないで下さい。

＜ケース検討＞

大平　よし　様（75）　老人性痴呆　メンタルケア病棟Ｃユニット

　　　経過： 歩行やや不安定であるが、ホールや廊下の徘徊が多く、常にスタッフの付き添いを必要としている。疎通は取れるが、本人の話と行動がちぐはぐであり、徘徊の理由は不明である。徘徊時、近くの他患者様の衣服などをつかんで引っ張る行為や、座っている患者様の腕を訳もなく、つかむ行為がありトラブルに注意ひつようである。プログラム中にも同様のことを繰り返している状態である。時折、足痛や頭痛を訴える事あり休むように促すも、直ぐに立ち歩こうとされている。

　　　問題点：＃１　常に徘徊しており、適度に休息を取れない。

　　　目標： ＃１　適度に休息し、プログラムの間は落ち着いて過ごすことができる。

　　　　 計画：＃１　 廊下の徘徊時「疲れた」との発言が聞かれる時には、椅子に座るように促し、家族の事や昔のことを話してもらう。話している間は、その場にとどまることがあるため、会話を利用して休息を確保する。また、徘徊していることに目的を持たせ、（軽く負担にならないものを運んでもらう事など）目的を達成することで満足感を持っていただくことも手段として実施してみる。

　　　　　　　　　　　また、徘徊して他患者様をつかんでしまうことがあるため、その都度注意してトラブルとならないように介入していく。

下口　政子　様（２６）　統合失調症　西Ｂ病棟

　　　経過： 落ち着かないと訴えられ、作業中に何度か立ち歩いている事は継続しています。しかし、スタッフと興味があるアニメの話をしていると比較的落ち着かれ、話に集中することが出来ています。

　　　問題点：＃１　ムズムズ感を訴えられ、立ち歩いている為、作業へ集中できない。

　　　目標： ＃１　興味ある作業を行う事で気分転換をし、落ち着いて過ごせるようになる。

　　　　 計画：＃１　 本人の興味があるアニメの貼り絵を実施する事にしており、本人も興味を示している。また、出来るだけスタッフがそばにいることで、安心して作業へ取り組める環境を提供する。継続できるようになったら、少しずつスタッフの関わりを減らし、自分1人でコントロールできるように援助していく。

　村松　茂治　様（５０）　アルコール依存症　西Ａ病棟

　　　　経過：作業へは意欲的で自ら水彩画を希望し、こだわりを持ちながら取り組まれ

ますが、鉛筆・消しゴムを３個ずつ使用したり、題材以外に不必要に物品

を集め並べる、筆の１本追加を希望し直ぐに選びに行くものの、適当に５

本程持っていこうとする等、言動のまとまりに欠ける様子が見られます。

時に水彩画に取り組んでいる際、表情硬く「上手く描けない。」とイライ

ラした様子が見られていますが、会話時には笑顔見られ、他者とも交流が

見られ始めています。

問題点：＃１　まとまりに欠ける言動にて、トラブルに至る可能性がある。

　　目標： ＃１　目的に沿って落ち着いた行動をしトラブルを防ぐ。

　　　計画：＃１　確認を取りながら目的に向けた行動へと軌道修正していく。

